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研究成果の概要（和文）：本研究では、①日米韓の大学における日本語教育と教師の実態についての調査を実施
した。米国では英語覇権主義が強まる中、対抗言説として日本語教育の役割が増している、韓国では日本語は言
語道具主義の手段となり、危機的状況にある。日本ではグローバリスムと市場原理主義に基づく教育行政に現場
が翻弄されている状況が認められた。②加えて文化本質主義に陥らず、多文化に開かれた日米独韓の大学の教員
を対象にSNSによる国境を超えたネットワーク構築を試みた。自己開示や、教育実践の詳細伝達等、困難点が指
摘される一方、経験の共有ができた、視野が広がったなどの意見もあり、海外に客員教授として招聘されるとい
った繋がりも生まれた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined the current states of Japanese as a 
Foreign/Second Language education in USA, Korea and Japan. The result shows that a) JFL education in
 USA is valued as a counter discourse to English hegemony, while b) in Korea, where Japanese 
language is considered merely as an instrument to succeed in global economy, JFL education is facing
 a critical situation due to economic downfall, and c) in Japan, JSL education has been swayed 
greatly by the national education policy based on the globalism and the market fundamentalism. This 
research also encompassed a global network construction of instructors at universities from 9 
countries such as Japan, USA, Germany, etc. The global network was found to be beneficial for 
participants to share their ideas and experiences to broaden their perspectives. At the same time, 
difficulties/challenges, such as building a new relationships and sharing daily educational 
activities through SNS, are identified.

研究分野： 教育社会学
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ーバル化
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１．研究開始当初の背景 
昨今教育分野を席巻した文化の多様性や

多文化主義の潮流は、欧米や日本に留まら

ず、韓国にも大きな影響を与え、2009 年に

は多文化基本法が制定され、多文化家庭生

徒の教育支援計画が施行されている。 

筆者は 90 年代初頭から、日本の大学に

おける多文化共生時代にふさわしい人材育

成・教員養成のあり方について考え、『対話

からの異文化理解』『多文化共生の教育』（倉

地 1992,1998）を上梓した。とりわけ外国

人学習者との異文化接触が日常的である日

本語教員の中に、文化を単一的、固定的に

捉える教員が少なくない点（吉野 1997）に

注目し「文化の媒介者」たる教員の、文化

に対する単一的な見方やバイアスが、学習

者の文化・言語学習に及ぼす危険性に鑑み

て、偏見やステレオタイプに対する文化的

な気づきをもち、文化の多様性に柔軟に対

応できる教員（以下「多文化にひらかれた

教員」）はいつ、どこで、いかに養成される

のかという問題を追究することの必要性を

認識するに至った。 

平成 13 年より 5 年間、科研の助成を得

て、国内の日本語教師を対象に質問紙・イ

ンタビュー調査を実施した結果、多文化に

ひらかれた教師は、教員全体の 10％程度に

過ぎないこと、日本の大学までの正規の教

育は、多文化にひらかれた教師の態度形成

に寄与していないことが明らかになった。

そこで多文化教育や民族・人種問題の経験

が豊かな米国に学ぶものはないのか、米国

に目を転じ、多文化にひらかれた教員の背

景を探るべく 2007～2009 年、萌芽研究で

日米比較研究を実施した。特に 2008～

2009 年の 1 年間は、コロンビア大学客員

研究員として N.Y.を拠点に米国で日本語

を教える大学教員に対するライフ・ヒスト

リーの聞き取り、授業の参与観察、学生に

対するアンケート調査等を実施し、米国の

大学における「多文化にひらかれた日本語

教員」の実態に迫った。 

さらに 3 カ国比較の観点の重要性を認識

し、2010～2012 年には多文化主義の必要

性が高等教育改革の中でも重視され、シテ

ィズンシップ教育が盛んなドイツを加え、

日米独の大学で日本語教育に携わる教員の

中でも、文化の多様性にひらかれた教員を

抽出して態度形成の背景と、彼等の教育実

践がどのようなものなのか、日米独の 3 カ

国比較を行うことで、先の萌芽研究で実施

した 2 国間比較を発展させた。 

各国の大学における日本語教育・教員がお

かれている状況及び、研究対象者の態度形

成の主要因として、大学院で受けたインフ

ォーマルな多文化・批判的教育やリベラル

な職場のリーダーや人的ネットワークの存

在が明らかになった。 

 本研究で韓国に着目したのは、日韓関係

を考える上で、ステレオタイプな文化観に

偏らない多文化にひらかれた日本語教員の

育成というテーマは重要であり、欧米諸国

の学習者とは異なり、日本に対してネガテ

ィブなイメージが形成されやすい社会的環

境にある韓国の大学生に対して、インフォ

ーマントとも言うべき日本語を担当する大

学教員がどのような文化観を有し、表象し

ているかが、学習者の異文化理解に多大な

影響を与えることが推察されたからである。  

特に韓国においては、学習者の多くが、韓

国語母語話者であり、教員も大学卒業まで

は、ほとんどが韓国で教育を受けており、

第二外国語としての日本語を同胞に教えて

いるという点で、欧米や日本で母語を教え

る教員とは背景が異なる。韓国のデータを

国際比較研究の材料として加えることで、

ノンネーティブの日本語教師が韓国でどの

ような教育や経験を経て、あるいは日本で

どのような留学経験を通して、多文化にひ

らかれた態度を獲得したのかを明らかにす



ることができる。かかる試みは、新しい時

代に相応しい国境を超えた人材（教員）養

成のあり方を模索する上で、非常に重要で

あると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では（a）米国、韓国の大学で日本

語教育に従事する教師で、自文化中心主義

や、偏見、カルチャー・ステレオタイプ形

成の危険性を認識し、文化の多様性にひら

かれた教員を抽出し、彼等の態度がいつ、

どこで、いかなるプロセスを経て形成され

ていったのかを解明する。 

（b）韓国で収集したデータを、既に米国、

日本で収集したデータと比較し、各国の大

学における日本語教師の現状や位置づけ、

社会的・文化的背景、教師としての成長を

支えた教育・研究環境の異同や、多文化主

義の教師の態度形成の影響関係を明らかに

する。 

（c）2013 年からの国内外における一連の

調査研究の対象者のなかから抽出された

「多文化にひらかれた日本語教員」を中心

とした SNS を活用した日本語教員のネッ

トワーク構築に取り組み、日本、米国、ド

イツ、韓国、など９カ国のメンバー間で

SNS を媒介とした教員の相互学習・相互支

援のネットワーク形成のプロセスを分析し、

国境を越えた教員ネットワーク形成の可能

性を探究する。 
 
３．研究の方法 
 

研究計画は３部構成であり、(1)韓国の多

文化にひらかれた大学教員に対するエスノ

グラフィック・インタビュー、可能な限り

併せて授業の参与観察を実施すること、

(2)(1)から得られた韓国でのデータ日本、米

国で収集したインタビュー、アンケート調

査の結果から導かれるデータを比較するこ

と。(3)2003 年以来の多文化にひらかれた

国内外の日本語教員を対象にした３つの海

外調査から抽出された日本、米国、韓国、

ドイツなど９カ国の国々の大学の多文化に

ひらかれた日本語教員による、「国境を越え

た教員の相互学習・支援のためのネットワ

ーク」を構築し、相互交流のない教員が、

文化の多様性にひらかれた教育を日々実践

していく上で必要な知識や経験を共有でき

るような場を創り出すことができるのか、

ネットワーク形成にはどのような働きかけ

が必要か、課題の特性を配慮して、研究集

会を開催し、参加者メンバーに対するフォ

ーカス・グループ・インタビュー、ネット

による全数調査等、複数の手法を組み合わ

せた参加型アクション・リサーチを実施す

ること、より成る。 
 
４．研究成果 

①近年益々日本との関係が強化されている

アメリカ、日本と近接関係を保ちながらも、

近年日本語学習者の激減が顕著な韓国、そ

して今日日本を席巻するグローバル化の波

が押し寄せている日本の大学の日本語教育

プログラムや日本語教師の立ち位置に及ぼ

す影響について、3 カ国でのインタビュー、

参与観察、ネット・サーベイによる調査を

実施した。 

その結果、アメリカでは日本語学習者が

多様化し、教師に求められる資質や力量が

変化しつつある一方で、世界共通語として

の英語の覇権主義が強まる中、カウンタ

ー・ディスコースとして日本語を含む外国

語教育の役割が増していることがわかった。  

韓国では外国語は、言語道具主義の手段

として位置づけられ、実用性がなく就職に

おいても有利ではない日本語は危機的状況

に陥っていた。その背景には、英語の覇権

に加えて、政府主導の大学教育改革におい

て相対評価が導入されるようになり、よい

点数がとりにくい日本語は忌避されるとい

う状況がある。 

日本の大学の日本語教育現場では、英語



覇権主義と留学生増員計画に代表される

「大学のグローバリズム」によって、語学

教育とは何かという本質から甚だ乖離した

市場原理主義に基づく教育行政に翻弄され

ている現状が浮かび上がった。 

 国境を超えたネットワーク構築のアクシ

ョン・リサーチに関しては「面識のない者

同士の自己開示の難しさ」、「（短いメッセー

ジのやりとりや画像送信が主体の）SNS で

は、実践を共有することの大切はわかって

いても、教育実践の詳細をネット上で共有

することの難しさ」、「（国、地域による）

SNS 利用の難しさ」などの困難点が指摘さ

れた。時差や学年暦の違いなどがあり、ス

カイプ会議などでメンバーが一同に会する

ことは困難ではあったが、本研究では全国

３ヶ所で研究集会を実施し、国内外のメン

バーが参加した。いずれの集会でも、対面

での話し合いには実りがあるが、それをネ

ット上で展開することが大きな課題として

指摘された。 

その一方で、特に日頃海外にあり、自己

の実践について相談したり、いろいろな情

報を共有したりできる同僚や仲間のネット

ワークを持たないメンバーにおいては「経

験の共有ができた」、「新たな視点を得て視

野が広がった」など SNS ネットワークの

構築に肯定的な意見が認められた。すなわ

ち容易に対面でのコミュニケーションがは

かれない状況にある日本語教師にとって、

本研究で開設したような SNS の果たす役

割が小さくないことが明らかになった。加

えてこのネットワークに参加したことによ

って、客員教授として、他のメンバーの大

学に海外招聘されるといった繋がりも生ま

れている。また SNS での繋がりがきっか

けになって、国際学会での研究交流が始ま

ったというケースも生じている。 

 本研究では、英語覇権主義が席巻し、米

国を中心とする SNS が盛んな現状におい

て、（１）少数言語である日本語教育に携わ

る日本語教師の役割とは何なのか、（２）

SNS を媒介とした教師間の国境を越えた

ネットワーク構築がどの程度可能かという

２つの大きな問いに迫ることができた。 
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